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が
、
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
の
試
算

に
よ
れ
ば
、
主
務
職
以
上
の
社

員
の
平
均
支
給
額
が
約
１
２

０
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
主

任
職
以
下
で
は
約
１
０
４
万

円
で
あ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

当
が
平
均
支
給
額
を
大
き
く

引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
が
浮

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

多
く
の
社
員
は
平
均
支
給

額
の
１
０
９
万
３
２
０
０
円

に
届
か
な
い
の
が
実
態
で
す
。 

「
変
革
２
０
２
７
」
に
よ
り

社
員
一
人
ひ
と
り
の
業
務
負

担
が
増
大
し
、
社
員
の
希
望
に

沿
わ
な
い
異
動
に
よ
る
単
身

赴
任
や
長
距
離
・
長
時
間
通
勤

の
常
態
化
、
要
員
不
足
な
ど
と

相
ま
っ
て
心
身
と
も
に
疲
弊

し
て
い
ま
す
。 

社
員
の
犠
牲
と
引
き
換
え

中
央
本
部
は
４
月
21
日
に
申
42
号
と
し
て
、
２
０

２
６
年
度
夏
季
手
当
に
追
加
支
給
を
求
め
る
申
し
入

れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

２
０
２
６
年
度
夏
季
手
当
に
「
役
割
遂
行
賃
金
の

０
・
６
ヶ
月
分
」
の
追
加
支
給
を
求
め
ま
し
た
。 

 

体
的
な
対
策
が
不
可
欠
で
す
。 

新
潟
地
本
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
で
働
く
全
社
員
の
命
を
守

る
た
め
に
早
急
に
労
使
で
の

議
論
が
必
要
で
あ
る
と
の
認

識
か
ら
、
４
月
21
日
、
申
16

号
・
白
新
線
新
潟
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
構
内
で
軌
陸
車
が
未

承
認
区
間
に
侵
入
し
貨
物
列

車
と
衝
撃
し
た
こ
と
に
対
す

る
緊
急
申
し
入
れ
を
提
出
し

ま
し
た
。 

 

■
申
16
号 

申
し
入
れ
項
目 

１
．
本
事
象
が
発
生
し
た
原
因

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

２
．
原
因
に
至
っ
た
全
て
の
要

因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

３
．
本
事
象
の
対
策
及
び
同
種

事
象
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

の
再
発
防
止
対
策
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

 
わ
る
重
大
な
事
態
」
で
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
働
く
全
社

員
の
命
を
守
り
、
二
度
と
死
傷

事
故
に
繋
が
る
事
象
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
背
後
要

因
を
含
め
た
原
因
究
明
と
具

新
潟
地
本
は
４
月
21
日
、
申
16
号
・
白
新
線
新
潟
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
構
内
で
軌
陸
車
が
未
承
認
区
間
に
侵

入
し
貨
物
列
車
と
衝
撃
し
た
こ
と
に
対
す
る
緊
急
申
し

入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

本
要
求
や
、
２
０
２
６
春
闘
要

求
の
実
現
に
向
け
た
各
分
会

で
の
取
組
み
と
、
そ
こ
で
得
た

成
果
や
課
題
な
ど
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
、
引
き
続
き
定
年

退
職
ま
で
安
心
し
て
働
け
る

労
働
環
境
実
現
に
向
け
て
、
取

組
み
を
前
進
さ
せ
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
職
場
で
起
き
て
い
る

安
全
を
脅
か
す
事
象
、
労
災
の

発
生
つ
い
て
も
発
言
が
あ
り
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
重
要
性
や
、

労
働
組
合
と
し
て
し
っ
か
り

「
安
全
」
に
向
き
合
っ
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
、
参
加
者
全

員
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
に
も
多

く
の
組
合
員
が
集
ま
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

（
新
潟
支
部
投
稿
） 

３
月
28
日
、
万
代
市
民
会
館

に
お
い
て
、
70
名
を
超
え
る
組

合
員
の
参
加
の
も
と
「
新
潟
支

部
第
12
回
定
期
委
員
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

発
言
で
は
、「
人
事
・
賃
金
制

度
等
の
見
直
し
」
に
対
す
る
基

４
月
15
日
１
時
10
分
頃
、

白
新
線
・
新
潟
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
構
内
に
お
い
て
、
作
業
用

軌
陸
車
と
貨
物
列
車
が
衝
撃

し
、
作
業
員
５
名
と
貨
物
列
車

の
運
転
士
１
名
が
受
傷
す
る

鉄
道
人
身
傷
害
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。 

速
報
に
よ
れ
ば
発
生
個
所

は
線
路
閉
鎖
の
範
囲
外
で
あ

り
、
軌
陸
車
が
線
路
閉
鎖
未
承

認
区
間
に
侵
入
し
た
こ
と
で

発
生
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
工
事
に
あ
た
り
、
線
路

閉
鎖
工
事
申
込
書
の
線
路
閉

鎖
区
間
と
実
際
の
工
事
施
工

箇
所
が
異
な
り
、
工
事
施
工
箇

所
が
線
路
閉
鎖
区
間
と
な
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

会
社
側
は
Ｊ
Ｒ
社
員
、
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
を
対
象
に
緊
急

対
策
を
行
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
事
象
は
「
命
に
関

に
会
社
だ
け
が
成
長
す
る
構

造
で
は
、
さ
ら
な
る
労
働
意
欲

の
低
下
や
離
職
な
ど
を
生
み

出
し
か
ね
ま
せ
ん
。 

社
員
の
奮
闘
と
生
活
実
態

に
見
合
っ
た
適
正
な
成
果
配

分
を
求
め
て
、
中
央
本
部
は
４

月
21
日
に
申
42
号
と
し
て
、

２
０
２
６
年
度
夏
季
手
当
に

追
加
支
給
を
求
め
る
申
し
入

れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

■
本
部
申
42
号 

要
求
項
目 

１
．
２
０
２
６
年
度
夏
季
手
当

に
全
社
員
一
律
「
役
割
遂
行

賃
金
の
０
・
６
ヶ
月
分
」
を
追

加
支
給
す
る
こ
と
。 

２
．
２
０
２
６
年
度
夏
季
手
当

に
お
け
る
追
加
支
給
の
支
払

日
は
２
０
２
６
年
６
月
26
日

（
金
）
と
す
る
こ
と
。 

 

求
め
て
き
ま
し
た
。 

生
活
に
関
わ
る
手
当
が
算

定
基
礎
か
ら
外
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
社
員
に
と
っ
て
は
生

活
設
計
の
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
ど
、
生
活
水
準
の

切
り
下
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

期
末
手
当
は
社
員
に
と
っ

て
、
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
や
教
育

費
、
日
常
の
生
計
費
な
ど
、
生

活
を
支
え
る
生
計
費
と
な
っ

て
い
る
実
態
を
重
く
受
け
止

め
る
べ
き
で
す
。 

◆ 
 

 
 

 

◆ 

経
営
側
は
「
過
去
最
高
の
平

均
支
給
額
」
だ
と
し
て
い
ま
す

「
役
割
遂
行
賃
金
」
と
さ
れ
た

こ
と
で
、
支
給
額
が
昨
年
度
を

下
回
る
社
員
を
生
み
出
す
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
の
都
市
手
当
・
扶
養
手
当

に
相
当
す
る
住
宅
等
手
当
（
地

域
額
）
、
扶
養
す
る
者
１
人
に

つ
き
一
律
２
万
０
０
０
０
円

等
を
基
礎
額
に
加
え
る
よ
う

中
央
本
部
は
２
０
２
６
年

度
夏
季
手
当
に
つ
い
て
、
３
月

12
日
に
行
っ
た
団
体
交
渉
で

経
営
側
よ
り
「
基
準
額
は
役
割

遂
行
賃
金
の
２
・
９
ヶ
月
分
」

と
す
る
回
答
を
受
け
ま
し
た
。 

月
数
は
昨
年
度
の
２
・
８
ヶ

月
分
を
０
・
１
ヶ
月
上
回
っ
た

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
「
基
準
内

賃
金
」
だ
っ
た
算
定
基
礎
額
が

 

初めての仕事や職場に対する不安や悩

みはありませんか？ 
私たちＪＲ東日本労働組合 
（東日本ユニオン）に 

気軽に相談して 
ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


